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令和５年度 公益財団法人北九州市どうぶつ公園協会事業報告書 

 

 当協会は、「公園をはじめとした各種都市施設などの管理・運営事業を通じ、健康で豊 

かな市民生活の実現のほか、都市機能の増進に寄与すること」を目的とする。 

 

 

Ⅰ 公益目的事業 

１ 到津の森公園・ひびき動物ワールド 

   『自然環境や動物とのふれあいを通じて楽しみながら学習する「自然環境教育施設」』、『市民

や企業などから様々な協力が受け入れられる「市民が支える公園」』、『良質なサービスを継続的

に提供するための「効率的な運営」』を基本方針に管理運営を行った。 

 

（１）到津の森公園管理運営事業 

  ① 施設運営事業 

ア 動物展示（展示数８０種、４７０点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 入園者数及び入園料収入 

区    分 令和５年度（A） 令和４年度（B） A－B 

 

入 

園 

者 

数 

有 

料 

大   人 187,988人(47.9%） 161,303人(39.9%） 26,685人 

中 高 校 生 7,873人( 2.0%） 12,360人( 3.1%） △4,487人 

小学生以下  0人( 0.0%） 67,818人(16.8%） △ 67,818人 

計 195,861人(49.9%） 241,481人(59.8%） △ 45,620人 

無

料 

パスポート  21,131人( 5.4%） 20,900人( 5.2%）      231人 

無料・10 割減免 175,674人(44.7%） 141,614人(35.0%）     34,060人 

計 196,805人(50.1%） 162,514人(40.2%） 34,291人 

合   計  392，666人(100.0%）  403，995人(100.0%） △ 11,329人  

入 園 料 収 入 140,535,160円 131,969,890円  8,565,270円 

 

 

 

世界の動物ゾーン 

草原の世界（キリン、シマウマ、ライオンなど） 

林床の世界（セイロンゾウ、チンパンジーなど） 

樹冠の世界（アカコンゴウインコ、フクロテナガザルなど） 

マダガスカルの世界（エリマキキツネザル、ワオキツネザル） 

ふれあい動物園  ヤギ、レッサーパンダ、ウサギ、ロバなど 

バ ー ド ケ ー ジ  フラミンゴ、オシドリ、カモ、トキ類など 

郷 土 の 森 林  タヌキ、ムササビ、フクロウなど 

里のいきもの館  アオダイショウ、イモリ、ヒキガエル、魚類など 
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ウ 駐車場利用台数及び駐車料収入 

項   目 
令和５年度 令和４年度 

利用台数 収入金額 利用台数 収入金額 

普 通 車 84,318台 50,590,800円 92,797台 55,678,200円 

中・大 型 車 608台 608,000円 448台 448,000円 

計 84,926台 51,198,800円  93,245台 56,126,200円 

エ ロバの騎乗 

項   目 
令和５年度 令和４年度 

利用者数 収入金額 利用者数 収入金額 

ロ  バ 6,169人 1,234,400円 1,083人   209,950円 

  計 6,169人 1,234,400円 1,083人 209,950円 

 

    ② 実施事業 

      入園者に動物の生態等に関する学習機会の場を提供するため、夜間開園、林間学園等の

事業を実施した。 

主要イベント名 実施時期      事   業   内   容 

動物イベント 

定例 モルモットのふれあい教室を実施した。 

土日祝 

シマウマやミーアキャット等の動物に関する

「動物のおはなし」を実施。動物の生態につい

て、飼育スタッフが解説を行った。 

飼育員体験 全４回 

飼育員が設定した様々なテーマに沿って飼育

員としての仕事を体験するイベントを実施し

た。 

到津の森調査隊 全３回 

里山を中心に生き物採集を行い、図鑑を用い

て捕まえた生き物を調べ、オリジナル図鑑を作

成するイベントを実施した。 

夜間開園 年間 15日 

動物の夜の生態観察等を行なうため、夜間照

明を利用し、夏休み（7/22～8/31の土,日及びお

盆）に夜間開園を行なった。 

林間学園 
8.16～18 
（３日間） 

都心に位置する到津の森を舞台に自然を愛

し、動植物に親しみ、友情を深めながら社会生

活を身につけることを目的として実施した。 

ドリームナイト・
アット・ザ・ズー 

 9.9(土) 

障がいのある方とその家族等を休園時間に招

待し、動物園を気兼ねなく楽しんでいただくと

ともに動物とのふれあいや動物に関するイベン

トを実施した。 
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③ 動物ふれあい事業 

       動物ふれあい事業の一環でエサの販売及びモルモットのふれあい教室を行った。 

項   目 
令和５年度 令和４年度 

利用者数 売上金額 利用者数 売上金額 

ゾ    ウ 51,228人 5,122,800円 49,727人 4,972,700円 

アライグマ  ― 人 ― 円 2,138人 213,800円 

ヤ   ギ 71,721人 7,172,100円 70,403人 7,040,300円 

ふれあい教室  3,549人  709,800円   ―     ― 

計 126,498人 13,004,700円 122,268人 12,226,800円 

        

    

（２）ひびき動物ワールド管理運営事業 

    ①  施設運営事業 

    ア 動物展示（展示数４種、約３００点） 

 

 

 

 

 

イ 入場者数及び入場料収入 

    

 

 

 

 

 

 

 

                         

    

 ② 企画事業 

      ポストカード、缶バッチ、ストラップ等の販売及び有料プログラムを実施した。 

項  目 令和５年度 令和４年度 

売上金額 105,500円 131,800円 

 

 

 

 

カ カンガルー イースタングレーカンガルー 

イエローフ－ティッドロックワラビー 

ケナガワラルー 

フサオネズミカンガルー 

区    分 令和５年度（A） 令和４年度（B） A－B 

入 

場 

者 

数 

有

料 

大   人 24,904人（48.0%） 30,107人（48.0%） △5,203人 

小・中学生 6,570人（12.7%） 7,924人（12.6%）  △1,354人 

高齢者（7 割減免）  1,402人（ 2.7%）  1,837人（ 2.9%） △435人 

計 32,876人（63.4%） 39,868人（63.5%） △ 6,992人 

無

料 

無料・10 割減免 18,941人（36.6%） 22,946人（36.5%） △ 4,005人 

計 18,941人（36.6%） 22,946人（36.5%） △ 4,005人 

合   計 51,817人（100.0%） 62,814人（100.0%） △10，997人 

入 場 料 収 入     8,350,514円    10,106,612円 1,756,098円 



 ４ 

 

 

Ⅱ 収益事業 

１ 駐車場管理運営事業 

   駐車場需要に対処するため、北九州市の未利用地を有効活用して、陣原駅北口駐車場 

他２２箇所で月極及び時間貸駐車場の管理を行った。 

駐車場名 種類 駐車台数 令和５年度 令和４年度 

田町駐車場 月 極 19台 1,836,000円 1,836,300円 

金田駐車場 月 極 50台 4,065,300円 4,092,700円 

菜園場東駐車場 月 極 60台 4,467,350円 4,865,250円 

末広駐車場 月 極 136台 6,602,100円 6,610,200円 

竪町駐車場 月 極 11台 1,068,000円 1,056,000円 

竪町第二駐車場 月 極 55台 5,140,300円 4,929,200円 

下到津駐車場 月 極 49台 4,196,300円 3,996,600円 

西港駐車場 月 極 8台 189,000円 288,000円 

大手町東駐車場 月 極 12台 1,690,300円 1,729,300円 

城野駅北口駐車場 月 極 11台 1,188,000円 1,188,000円 

上石田駐車場 月 極 33台 1,853,300円 1,890,600円 

若園駐車場 月 極 9台 783,500円 702,000円 

戸畑駅北口駐車場 月 極 90台 5,688,900円 6,363,700円 

戸畑川代駐車場 月 極 34台 2,198,300円 2,219,000円 

川代第二駐車場 月 極 26台 2,378,300円 1,191,300円 

陣原駅北口駐車場 月 極 207台 10,069,300円 10,215,000円 

本城駅前駐車場 月 極 3台 180,000円 180,000円 

折尾駅南駐車場 月 極 11台 812,000円 840,000円 

折尾駅東駐車場 時間貸 ― ― 2,683,240円 

夕原町駐車場 月 極 130台 2,273,862円 2,273,862円 

萩原電停前駐車場 月 極 36台 1,382,400円 1,382,400円 

黒崎駅第二駐車場 月 極 14台  1,220,000円 1,252,200円 

黒崎駅北口駐車場 時間貸 8台 1,907,650円 1,966,400円 

森下駐車場 月 極 20台 120,000円 ― 

合  計 1,032台 61,310,162円 63,750,952円 
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２ 遊戯施設等管理運営事業 

 (１)遊戯施設等管理運営事業 

到津の森公園でミニモノレール等遊具の営業やベビーカーの貸出を行なった。 

  項    目 
令和５年度 令和４年度 

利用者数 収入金額 利用者数 収入金額 

ミニモノレール 36,509人 9,149,750円 38,886人 9,721,500円 

メリーゴーラウンド 32,325人 8,081,250円 40,760人 10,190,000円 

サイクルモノレール 44,196人 9,928,500円 40,912人 10,238,000円 

子 供 汽 車 33,516人 7,943,250円 32,219人 8,065,250円 

小 型 遊 具 122,197人 12,219,700円 138,728人 13,872,800円 

観  覧  車 29,629人 11,850,200円 37,397人 13,808,100円 

エアジャンパー 8,110人  4,054,750円  9,831人   4,888,000円 

ファイヤーファイター 20,769人  5,192,250円 24,394人   6,098,500円 

ハッピーカンガルー  24,199人  6,049,650円 21,285人   5,321,250円 

バルーンぞうさん  40,131人 10,032,600円 33,209人  8,302,250円 

販売チケット未使用分 ― 1,835,450円    ― 1,642,750円 

ベ ビ ー カ ー 2,985人 298,500円 2,935人 293,500円 

   計 394，566人 86,635,850円 420,556人 92,441,900円 

 

   (２)売店等事業 

     売店、レストラン及び自動販売機を設置し営業等を行った。 

項   目 
令和５年度 令和４年度 

売 上 額 売 上 額 

自販機等委託  19,639,776円  19,519,044円 

計  19,639,776円  19,519,044円 
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Ⅲ 評議員会及び理事会 

 １ 評議員会 

① 第１８回評議員会 

    決議事項 評議員の選任について 

         令和４年度決算について 

    報告事項 令和５年度事業計画及び予算について 

     

    ② 第１８－２回臨時評議員会（書面評決） 

    決議事項 役員の選任について 

 

  ③ 第１９回臨時評議員会 

    決議事項 役員の選任について 

         役員等の報酬等及び費用に関する規程の改正 

   

２ 理事会 

  ① 第３３回理事会（令和５年５月２２日） 

    開催場所 到津の森公園管理センター ３階会議室 

    決議事項 令和４年度事業報告及び決算について 

第１８回評議員会の目的である事項について 

    報告事項 理事長の職務執行状況について 

 

  ② 第３３－２回臨時理事会（書面評決） 

    決議事項 代表理事の選定 

 

  ③ 第３４回理事会（令和６年３月２５日） 

    開催場所 到津の森公園管理センター ３階会議室 

    決議事項 令和６年度事業計画について 

         令和６年度予算について 

         役員賠償責任保険の加入について 

    報告事項 令和５年度指定管理施設の入園者状況について 

         理事長の職務執行状況について 

 

  ④ 第３５回臨時理事会（書面評決） 

    決議事項 理事及び監事の選定について 

         理事長の報酬額について 

         第１９回評議員会の目的である事項について 

 

  ⑤ 第３６回臨時理事会（書面評決） 

    決議事項 代表理事の選定 

         理事長の報酬額について 
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附属明細書 

 

 

 令和５年度事業報告の附属明細書について、事業の内容を補足すべき重要な事項は存在しない。 


